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ト リ ブ レ 反 応 に つ い て

は し が き

'

佐

厚 生 会 診 療 所

藤 正 文

(昭 和26年12月14日 受 付)

肺繍 魅 において比較的早期 こ腸の結核性病変 を合併

して くる。 そのために患者 の愁訴め中かな りの部分は腸

結捜症 に原囲す ることは一般 の承認するところである。

われわれの臨床 にむいて も,腸 結核症の治療 によつて レ

ソ トゲ ン上肺の結捜性変化 に著 しい改善を認 め難いのに

かかわ らず微熱の解消,栄 養状態の恢復,食 思充進等症

状 の大部分の解消を見 るのは 日常経験するところであ る◎

ここにおいて腸結 核症 の早期 瓦つ簡 単な診断法は,肺

結核症の治療 の土か らも必要 であ る。 しか るに結 核性病

変が空腸・廻 腸・結腸のいずれ の部位に主と して存在す る

に しろ,そ の臨床的診断 は症状の顕著な場 合を除いてか

な りの麹難が ある。腸結核 による栄養障碍 ・発熱・下痢叉

は便秘 ・限局性腹膜炎 ・腫瘤 。狭窄症 状等 を考慮 しなが

ら諸種 の理学的,化 学 的検査が行われるのであるが,ト

リブレ反応 も一部の人 に用 いられているよ うであ る。

著者 も トリプレ反応を腸結捜症及びその疑 あるものに

笑施 した。 しか るにその陽性率は甚 だ低 も 本反応 の実

朗価値に多大 の疑問を抱 くに至つた◎

腸結 核症 はいわゆ る乾酪性濃胞炎の基地 に立つ濾胞性

潰瘍 の進展 した 竜のである◎それ故腸結核症において糞

便 申に排泄せ られる可能姓 あるものは,少 しぼか りの乾

酪性物質,結 捜性炎 による血液 。淋巴液及びそれ等諸成

分 の血 管外浦 鷹分ンまたはそれ等 の化学的 変化 を蒙つた

ものであ ろ5.並1液 諸成分の中アλプ ミンは外傷 ・火鶴

等の場 合に血管外への亡失は一般 に知 られたところであ

る◎ この ことか ら腸の結 核性潰瘍面か らも分秘せ られ る

であろ う。

成認 によつて トリプレ反応 の原理 を見ると糞便 中の ア

ルブ ミンに作用 して褐色 の洗澱 を生 ず るとある。本反応

試薬の処方は,昇 兼3・5,氷 酷酸LO,水100.0で あ

る◎ この試薬が指定 された量 で糞便 中に排泄せ られ るで

あろ う前記諸成分 の中特 にアル ブ ミンに選択的に作用す

るとは蛋 白質の性質上到底考 え難い。 飾

この見地か ら著者は腸結核 ・胃癌 ・胃潰瘍患者の糞便

その他病的滲斑液 にFリ プレ反応 を実施 し,あ わせ て2,

3の モデル実験 を行つて若干 の新知見 を得たので報告す

る。

実 験 の 蔀

1)実 験 方 法

糞便の場合は原法に従い蒸溜水を加え,2回 濾過,試

薬 を加 え,対 照 とともに室 温文は37・0◇C,24時 間放置

してその威績 を判定 した◎

その他 の材科については,実 験 成績 の贋 に示す濃度 に

なるよ うに して糞便同様成績 を判定 した◎

五)実 験 成 績

1)糞 便及びその他病 的滲漏 出液

肺結核症の診断確 定 し結捜病棟入院患者及び外来患者

の申頑固な下痢その他腸結核症を疑 わ しむ る症状あるも

ののi糞便 については,第1表 に示すよ うに211例 中陽性・

疑 陽性各2・37%で ある◎

第1表

病 名

腸結核及び その疑ある場合

腸炎及び下剤に よる下痢

胃 癌

胃 潰 瘍

結核性膿胸(膿)

結核性肋膜炎(胸 水)

結核性脳膜炎(髄 液)

脳水腫(〃)

癌性腹水

肝硬変症(腹 水)

筋 炎(膿)

例数

1
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4

2

4

5

2

1

2

3

1
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ワ
臼

2

(一)
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1

1

1

5
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ユ

0

3

1

1

(±){(+)

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6

0

3

1

3

0

0

0

2

0

0

単純 な腸 炎による下痢又 は十二指腸虫駆除 に際 し,硫

苦投与による下痢の場合 は全例陰牲であつた。

胃癌 及び胃潰瘍に して僅か に潜血反応陽性 で症状の軽

度の ものは陰性であつたが,重 症者 では全例陽性を示 し

た。,

結 核性膿胸 の膿 性肋膜滲出液及び癌性腹水 の場合は,

それ等 の液が血性 の例 では陽性を示 した◎結捜性肋膜炎

の胸水,結 核性脳膜炎の髄液》脳水腫の髄液,肝 臓硬変

症 の腹水,筋 炎の膿 について実験 したが すべて陰性であ

つた。

2)魚 肉浸出液及び消化酵素 の作用

魚肉(鋤)を 金剛砂を用いよ く磨砕,5%の 割合にな

るよ うに蒸溜水又は1%稀 塩酸 水 を加 え,2回 濾過 して

笑験 に供 した◎叉前記魚 肉粥 にペ プシソ。リパ ーゼ 。パ

ンクレアチ ンを2%の 割合 に加 え,24時 聞叉は48時 間

37.0。Cに保 ちその濾液 を実験 に供 した◎又ペ プシン作用

後24時 間 リパ ■・一.ゼ)パ ソクレアチ ソを再び作用 させて

実験 した◎ これ等 の場合は トリブ レ反応 は全部陰性 であ
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vり た(第2表)e
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4)血 液について

第4表 に示すよ うな各濃度に血液 を蒸溜水で稀釈 して

実験 した。対照 には試薬 を加えず,24時 間後 の威績 を判

定 した◎樹照 。笑験いずれ も各濃度共沈澱を生 じない。

液 の色は対照 では濃度 に応 じて,淡 紅色から暗 艶 まで

段階的 に変化を認めるが,笑 験 例では淡黄褐色か ら黒褐

色にまで変化す る。

第4表
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これ等の濾液は煮 沸試験 ・ズルフオ。サルチル酸試験 ・

ビゥレツ ト反応 ・キサ ン}・プロテ イン反応 。ミロン反応

全部陽性,末 吉氏法 で蛋 白定量を試 みたが沈澱 が粗大 な

塊状であるため精確 でないが2を 示 した◎

なお魚肉粥 を腐敗 させ同様方法 で トリプレ反応 を試み

たが陰性 であつた◎

3)組 織滲出液及び2,3蛋 白溶液について

牛の筋肉,大 腸及び小腸組織 を魚肉同様 に リンゲル氏

液及び蒸溜水浸出液を作製 して,実 験 に供 したがすべて

陰性であつ た(第3表)e.

第3表i

図 溶鰍 ・浸酬 澱 瞬 色
蒸溜 スk及 び リ ンゲ司(一)
ノレ ヨ

〃 〃c-)

〃 〃(～)

蒸溜 水(十)

血 液

二二 ⊥ 塞 塑 掴 塵 ⑬ ◎煙些

}沈 漁 づ(一)1(一)…(一)…(一)1(一)
対照雅一 糾 副 ∴

}沈 澱1(一 プ(一 ジ(-x-)(り(_)

トリ プ レ ゆ

反 応 沈澱 又 は液 淡 封 芙掲 黒観

ご ∵ 色 、}禍r個1"色 グ
ペ ンチ ヂ ン1え庶(十)(↓x?1

筋 肉(牛)

大腸組 織(牛)

小腸組織(牛)

卵 白

アル プ ミ ン

グqプ ミン

DesexyribOnuc-

IeicAeid

グル タ ミ ン酸 ソ
ーダ

血 清(人)

血 液(人)

0-Hb液

5

5

5

5

0.75

0。01

?

?

1.5

5

5

?

白色

囎 水,1%鮨 水(+箔 色

2%食 塩水 て+)

嚥 溜 水,2%食 塩 水(一)
　

蒸溜水

〃

〃

〃

ヘ
ノ

)

)

)

『

十

一

{

〆
k

(

〆
㍉

(

白 色

白色

液褐 色

〃

卵白水は5ク6に,ア ルブ ミンはO.75%に 達 して初め

て沈澱を生ず る◎ しか もその洗澱 は白色 である。 グロブ

リンは2%食 塩水 に溶解を試みたが,難 溶 なので濾過 し

て笑験に供 した◎それで正確 な濃度は表示で きないが 驚

0・優%内 外で既 に貞色沈澱 を生ず る。

Des耀 置ibo臨cleicAcid(ま 同 じく難溶,著 者 の得た

O・01%内 外の溶液 では洗澱 を生 じなかつ た。

L5%グ ルタ ミン酸 ソーダ液 も同様沈澱 しない◎

人血清は5%に 至つ て初めて白色沈澱 を生ず るが,5

%礁 液では液全体 が褐色に変化す る心 しか し況澱 しない。

この淡 黄褐色文は黒 褐色の液にヱーテルを注加振盗 し

て,こ の ヱーテノ晒 を予め一刀尖 のペ ンチヂンに適量 の

酷酸 ・オキシフルを加 えたものに重畳す ると,両 層聞 に

緑色輪を生ずる。文0・5%血 液 水 はペ ンチヂ ソ反応 はす

でに強陽性を呈 する◇

5)O-Hb添 加実験 一

山羊赤血球 を生理的食塩水 で数回 よ く没灘,蒸 溜水 を

加 え溶血を起 させ る。 これを ここではO-IIb液 と仮称す

るeこ の0-IIL液 を微紅色 よ り鮮紅色 に至る各段階の濃

度 とし,ト リプ レ試薬を加 えると,対 照例の液 の色 に変

化のない時間 に既 に淡褐色よ り褐色 に至 る各段階の色調

の変化 を認め たeこ の変化は甚だ短時間 内に起 り,約1

分間の後 ヱーテ ルに移行す る.

勿論,対 照例 も長時闘室温(30・0。C内 外)に 外気 に接

して放置す ると,漸 次褐 色に変化 す るのを認めたeし か

しこの ものはエ ーテルに移行 しない◎

6)O-Ilb添 力il笑験

この0一肌 液 を(この場合Hbの 定量は行 わなか つた)

ア乃ブ ミン・グ 韓ブリン・卵白水 ・血浩 を各 トリプレ試

薬 で洗澱す る濃度 にした ものに添加実験を試みた。

その成績 は第5表 の通 りである。すなわち各試料共単

独では白色沈 澱を生 ずるがeJHb液 の添加に よつて隅

色沈澱を生ずるのを認めた。.

実 験 成 績 の 吟 味

肺結核患者の中頑固 な下痢その他の症状 によつて腸結

核 を疑わ しめた ものに本反応を試みて僅か に疑陽性 ・陽

性 とも各2・37%で あ り,単 純 な腸 炎に よる下痢症,下

剤投 与による下痢例では全例陰性 であつた○ これ に反 し

て胃癌 。曽潰瘍 の糞便及び膿胸の膿,癌 性腹水等明らか

一11一
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第5表

O-・TIIIも添 加 実 験

蝉 彰アル/騨 多グ田5%卵 白刺5%蛸
認迦1( 一)}(+){(一)k+)(一)}(+)(一)}(+)

腋 の勧 、
対 照1

沈 廊)1(一)　 (一)

激白蕩暗赤色犠白濁屠赤色

液の色

トリプ レ 沈 澱

反 応

澱 の色

沙 し く
白濁

(+)

白

同左1同 左

(+)(+)
　

褐 白

(一)

〃

(+)

褐

ど

)

ん
色

噸

殆
無

(

〃

(+)

白

讐警讐
〃 〃

(廿)《+)
ミ

御 白

〃

(+)

褐

に血液 の混在を証明 し得 る場合 には陽性 であつ た◎ 胃癌

の陰性 劔は死後剖検によ り硬性癌 にて 胃粘膜 の崩潰軽微

なのを確 めた癖文 胃潰瘍 の陰性例は殆ん ど治癒期の もの

であつた。 ●

これ によつて見れぽ あたか も血 液の存在が,本 反応 の

陽性 になん等かの関係が あるや に思われ るe2)の 魚 肉

浸 腐液及び消化酵素 の作用の笑験において,各 種蛋白反

応陽性な るに トリブ レ反応陰性 なる事実を確 めた。 この

ことは少量の蛋 白及び血液の存在 のみ では トリブレ反応

陽性 とな らぬ ことを示す ものである◎

それ で陽性化の堺境 を知 るための実験 が3)紐 織浸出

液 及び2,3蛋 白溶液について である◎ その結 果卵白は

5%7ア ル プ ミソは0・75%,グ ゴプ リソ0.01%,血 清5%

なる ことが知 られ た。 しか もこの際 の沈澱ほ 白 色 で あ

るge4)血 液につ いての実験 によ り本試薬 によ りJI}》thS

酪酸 ヘマチンとなる事実 を知つた。 この酷酸 ヘマ チンが

5)O-Hb添 加実験 によ り,ア ルブ ミンその他 の白色沈澱

に褐色を附与す ることが知 られ た,

トリブレ反応 は下痢便 ならば6ee,

有形便な らば捻指頭 大の便 に30ceの

蒸溜水を混和,溶 解,上 澄を濾過する

ことになつている◎ これ は蒸溜水 に可

溶 性蛋 白及 び赤血球 成分の移行す るこ

とを前提 とす る◇ しか も反従趣 性の為

には一定濃度 を必要 とす る◎このこと

は魚 肉浸出液 の実験 の次 に知られたよ

うに各種蛋甑 応陽性 なのに,本 試薬

では沈澱 しなかつ たことで明らかであ

る◎ この沈澱堺境 は囁取食餌の多少 ・

糞便の量 。潰瘍面の性質。広狭に関係す

ることは自明 であ る◎本反応 の陰性 ・陽性は腸繕核疲の

存否 となん等 の因果 関係 も考 え得 ない.

む す び

以上 の実験 か ら次 のよ うに結論 したい。
ご

1)ト リプレ反応は,重 症腸結僕症 の外消化管内出血

ある糞 便 ・血性膿 。血性腹水で も陽性を呈す る,な ん等

の特異性が ない◎

2)本 試薬 によ りアル ブ ミン ・グPtプ リンと もに沈澱

し後 者は前者 よ り遙かに低濃度 で沈澱する。 しか もその

耽澱 は皆 白色であ る。

3)O-Hbは 本試薬 によ り酷酸 ヘマチ ンとな り褐色を

呈 し,一 定濃 度の蛋 白と共存す る場合,そ の沈澱 に褐色

を附与す る。

4)本 反応 は蛋 白反応 ・血液 反応 としても他の毬々の

反応 より遙か に高濃度でないと作用 しない。
"5)本 反応 の定義を 「糞便 中の アル ブミ

ン ・グロブリ

ンともに作用 し,血 液 就中Hbの 共存 により褐色沈澱を

生 ず」と書 き改め る必要が ある。
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